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はぐあっぷ 

「地域の拠点づくり・潜在的リスクへのアプローチ」事業 

令和５年度予算：11,121 千円 

1. 目的 

子育て世帯の身近な相談の場を確保するとともに、見守りが手薄な対象へのアプローチを行い、潜在的リスク把握

と必要な支援につなげることで、虐待による死亡事案ゼロの状態を維持する。 

2. 内容 

 地域の拠点（地域集会所等）に子育ての専門職（非常勤の保育士、看護職など）が定期的に巡回し、子育て

世帯の身近な相談の場を確保する。また、こどもや子育て世帯を見守る地域ボランティア等への情報提供を

通じて、地域における支援力の向上を図る 

 乳幼児健診の狭間期である２歳６か月児を対象に、全家庭への質問書送付等によるポピュレーションアプロ

ーチを実施する 

 要対協登録事例の中で特に潜在的リスクが懸念される保育所・幼稚園等の所属のないこども、特定妊婦、乳

幼児健診未受診者、保育所・幼稚園等の所属はあるが状況確認が不十分なこども及び要対協登録前の段階

にある事例という見守りが手薄な対象へのアプローチを行い、潜在的リスク把握と必要な支援につなげる 

 地域拠点での相談や上記対象者へのアプローチを行うなかで、必要に応じて保育所申請や療育利用手続き

のサポート、ファミリーサポート事業や一時預かりの利用調整を行い、確実かつ速やかに支援につなげること

でリスクの低減を図る 

3. 令和４年度事業 指標・実績 

指標 

子育てに関し、地域で日頃から気軽に相談できる場がある状態１００％ 

実績 

１００％ 

 地域の拠点等における子育て相談会や子育てサロン、地域見守り支援拠点を巡回し、保護者からの相談

を受けるとともに、気になるこども等について地域ボランティアとの情報交換を行っている。 

 ２歳６か月児に対し、質問票送付によるポピュレーションアプローチを実施。必要に応じ保健師によるアプロ

ーチを実施 

 

 

１ 



２ 児童虐待防止関連事業 

15 

 

 

4. 令和５年度事業 

指標 

子育てサロンなどの利用者に対するアンケートにおいて、身近な地域で相談できる場があって良かったと回答する

人の割合 ７５%以上 

 支援が必要であるが支援に結び付きにくいこどもや家庭など、地域と情報共有し、必要な支援につなげる

取組を継続して実施する 

 ２歳６か月は、成長発達が著しく、第１次反抗期を迎えることから、保護者も子育てについての悩み・葛藤が

生じやすい時期であることから、ポピュレーションアプローチを継続して実施する 
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住吉区版「重大な虐待ゼロ」に向けた地域・医療連携 

ネットワーク事業 
令和５年度予算：41 千円 

1. 目的 

医療機関との連携のもと、「住吉区版重大な虐待ゼロに向けた地域・医療連携ネットワーク（仮称）」を構築し、虐待

による死亡事案ゼロの状態を維持する。 

2. 内容 

 乳幼児健診時、２歳６か月児のポピュレーションアプローチ時に個々のこどものかかりつけ医の情報を把握す

る 

 区医師会等の協力を得て、年 1 回程度、区内小児科医療機関等に地区担当保健師が訪問するとともに、交

流会を開催し、連携体制を推進する 

3. 令和４年度事業 指標・実績 

指標 

かかりつけ医が気になるケースについて、医療機関の見守りと区役所の連携が行われている割合 １００% 

実績 

１００％ 

各地域担当保健師が区内 23 箇所の小児科を訪問等し、住吉区版重大な虐待ゼロに向けた手引き（大阪府「子

ども虐待予防早期発見初期対応の視点」の区版）を配布のうえ、その内容、連絡先や担当者について説明。ま

た、各小児科から研修内容の希望を聞き取り、その際に交流会の開催要望を受け、研修会と交流会を開催した。 

4. 令和５年度事業 

指標 

区内の小児科医療機関へのアンケートにおいて、本事業が児童虐待の早期発見・対応に繋がっていると回答した

割合：８０％以上 

引き続き、地域担当保健師が区内小児科に訪問等を実施しの顔の見える関係づくりを継続し、年 1 回の交流

会を開催することで更なる連携強化を目指す。 
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すみちゃんまちぐるみ「こども安心」見守り事業 

令和５年度予算：349 千円 

1. 目的 

 こども・子育て世帯にかかわる区内関係機関や地域団体等の関係者が幅広く連携し、支援を要するこどもや

子育て世帯に早期に気づいて必要な支援につなげる 

 地域をあげて、まちぐるみでこども・子育て世帯の安全・安心を見守る全区民的な機運を醸成することにより、

子育て世帯の不安や孤立の解消を図り、虐待を防止することで、こどもたちが希望をもって健やかに成長し、

子育て世帯が安心と喜びを実感しながら子育てできるまちづくりをめざす 

2. 内容 

 こどもや子育て世帯を見守り、支援を要するこどもや子育て世帯に早期に気づき、必要な支援先につなげて

いくといった取り組みの趣旨、見守り支援の心得、見立ての仕方や関係機関の連絡先等を記したハンドブック

を作成する 

 区内の関係機関や地域団体等の関係者が、子育ての現状を認識し、気づきや発見、見立てへ理解を深めら

れるような研修会・講演会などの機会を提供する 

3. 令和４年度事業 指標・実績 

指標 

研修受講後のアンケートにおける見守りの必要性の理解度７５％ 

実績 

１００％ 

 ヤングケアラーをテーマに地域団体等の関係者や区内の関係機関等を対象に研修会を実施（１回） 

 子育て相談室の案内リーフレットを作成（３月） 

4. 令和５年度事業 

指標 

研修受講後のアンケートにおける見守りの必要性の理解度７５％ 

引き続き、区内の関係機関や地域団体等の関係者を対象に、支援の必要なこどもや子育て世帯への理解と

支援等についての研修会の開催やリーフレット等の作成配付を行っていく。 
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